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工事計画に関するヒアリングにおける事前確認について（非常用電源設備） 

 

○対象資料名：【非常用電源】主要設備リスト 

該当ページ 確認内容 

（２／１３）等 設備分類で、「常設耐震／防止」、「常設／防止」、「常設／緩和」、「常設

／その他」等の使い分けについて説明すること。 

≪回答≫ 

・注記*1 に示した付表 1にて、当該の略語の定義を規定しており、該 

当する設備分類の略語を記載しております。 

当該の付表 1を添付資料(1)にて提示致します。 

また「ディーゼル機関」は、先行審査プラント（東二）では、「常設耐

震／防止」であるが、ＫＫでは「常設／防止」であるので、何が先行審

査プラントと異なるのかを説明すること。 

≪回答≫ 

・柏崎刈羽では、設備分類において、以下のとおり規定しております。 

 東海第二では当該の設備分類の規定がないため、差異となっており

ます。 

「常設重大事故防止設備（設計基準拡張）」 

  ・設計基準対象施設のうち、重大事故等発生時に機能を期待する 

   設備であって、重大事故の発生を防止する機能を有する常設重 

大事故防止設備以外の常設のもの。 

 「常設重大事故緩和設備（設計基準拡張）」 

  ・設計基準対象施設のうち、重大事故等発生時に機能を期待する 

   設備であって、重大事故の拡大を防止し、又はその影響を緩和す 

るための機能を有する常設重大事故緩和設備以外の常設のも 

の。 

・なお、常設重大事故防止設備と常設耐震重要重大事故防止設備は、当 

該 SA 設備が機能を代替する DB 施設の耐震重要度分類によって区分

されますが、常設重大事故防止設備（設計基準拡張）は、当該設備の

DB 施設の耐震重要度分類がありますので、耐震重要度分類による区

分はございません。 

 

・また常設重大事故防止設備（設計基準拡張）の耐震設計につきまして 

は、添付資料(5)に示す「V-2-1-1 耐震設計の基本方針」に記載の通

り当該設備が属する耐震重要度分類に応じた地震力に耐えられる設

計となります。例えばディーゼル機関の場合，DB 施設の耐震重要度

本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので

公開できません。 
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分類が「S クラス」となりますので、基準地震動 Ss による地震力に

対して、重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれるおそ

れがない設計としています。 

（３／１３） 燃料設備で、「燃料デイタンク～ディーゼル内燃機関」までの配管が無

いが適切なのか説明すること。 

≪回答≫ 

・別表第二上、「（２）内燃機関」として「イ 機関」「ロ 調速装置及 

び非常調速装置」「ハ 内燃機関に附属する冷却水設備」「二 内燃機 

関に附属する空気圧縮設備」「ホ 燃料デイタンク又はサービスタン 

ク」が設備別記載事項として要求されていることから、燃料デイタン 

クを含むディーゼル機関周りの構成設備が「内燃機関」に属すること 

になります。 

「（４）燃料設備」は上記内燃機関に属さない燃料設備として、軽油 

タンクから燃料デイタンクまでの設備が該当することになります。 

このことから、燃料デイタンク～ディーゼル機関の配管は、内燃機関 

に属することになりますので、燃料設備には記載されません。 

なお、「燃料デイタンク～ディーゼル機関」の配管についても、燃料

設備に分類される主配管「軽油タンク～燃料デイタンク」と同じ耐

震・強度設計を実施しております。 

（３／１３） 燃料移送ポンプは、「変更なし」であるが、要目表では、「変更後」の記

載となっている。適切なのか説明すること。 

≪回答≫ 

・要目表の記載が正しい記載であることから、主要設備リストを「変更 

後」欄に記載するように修正致します。 

（８／１３） 重大事故等機器クラスで、可搬型の「緊急時対策所用可搬型電源設備用

機関付冷却水ポンプ」は「ＳＡクラス３」であるが、同「内燃機関」は、

「－」である。また先行審査プラント（東二）では、「ＳＡクラス３」

であるので、何が先行審査プラントと異なるのかを説明すること。 

≪回答≫ 

・柏崎刈羽では、可搬型の「内燃機関」は技術基準規則第 55 条の「SA 

クラス 3 容器」、「SA クラス 3管」、「SA クラス 3ポンプ」、「SA クラス

3 弁」に該当するものではないと整理しており、東海第二では「SA ク

ラス 3 容器」であるとしているが、内燃機関は容器ではないことか

ら、主要設備リストの記載に差異が出ております。 

 

 


























































